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< 介護・医療連携推進会議における評価 > ※公表用 

【事業所概要】 

【事業所の特徴、特に力を入れている点】 

24時間 365日営業。住み慣れた地域の中で築き上げた暮らしを支えていく。 

情報共有にはタブレットを使用し、多職種連携にも活用している。 

 

 

 

【自己評価の実施概要】 

【運営推進会議における評価の実施概要】 

 

法人名 
社会福祉法人 長岡福祉協会 

 
事業所名 

こぶし 24時間ケアサービスステーション美沢 

 

所在地 

 

（〒 ９４０ － ０８５６   ） 

新潟県長岡市美沢４丁目２１１番地６ 

事業所自己評価 

実施日 西暦 ２０１５ 年 ８ 月  ３１ 日 

従業者等自己評価 

実施人数  （   １１ ）人        ※管理者を含む 

実施日 西暦 ２０１６ 年 ２ 月  ２５ 日 出席人数（合計）  （  １０ ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 
□自事業所職員（ ３人）  □市町村職員（ ２人）  □地域包括支援センター職員（ １人）  □地域住民の代表者（ 0人） 

□利用者（  0人）  □利用者の家族（  0人）  □知見を有する者（  ２人）  □その他（  ２人） 

別紙１－２(定期随時) 
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■ 前回の改善計画の進捗評価 

項目 前回の改善計画 実施した具体的な取組 進捗評価 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目 1～10） 

 

 

 

 

  

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 

（評価項目 11

～21） 

 

 

 

 

  

２．多機関・多

職種との連携 

（評価項目 22

～27） 

 

 

 

 

  

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 28～32） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目 33～34） 

 

 

 

  

※「前回の改善計画」および「実施した具体的な取組」は事業所が記入し、「進捗評価」は自己評価・介護・医療連携推進会議における評価の総括を記載します 
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■ 今回の「評価結果」および「改善計画」 

項目 評価結果 改善計画 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目 1～10） 

サービスの仕組み、こぶし園の目指す方向は全職員理解してい

るが、事業所独自の理念については設けていない。法人、こぶ

し園の理念を把握できていない職員もあり、理解していく必要

がある。 

少人数の職員で上手く提供している。 

事業所独自理念を掲げ、職員全員が理解し、目指していく。 

職員一人一人のレベルアップの為、研修を継続していく。 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 

（評価項目 11

～21） 

介護看護の必要性・専門性を効果的にサービスを提供できる様

に、お互いに助言しあいながら行っている。 

ご利用者の変化時や状況に応じて追加を臨機応変にしている。

計画作成時にはご利用者、ご家族の意見も取り入れ説明した方

が良い。 

病院・医院・訪問看護との連携をタブレットにて情報共有につ

なげていくと共に、サービスの理解も深めてもらう。 

訪問看護の定期利用者以外の利用者に対しても訪問看護との 

情報共有強化していく。 

ご利用者、ご家族の意見を取り入れた計画作成をしていく。 

２．多機関・多

職種との連携 

（評価項目 22

～27） 

訪問介護と訪問看護の間では、タブレットを使用し連携がとれ

ている。 

医療連携推進会議参加者が少ないので、ケアマネ等の参加を 

増やした方が良い。 

ケアマネや他サービス事業所とも連携し情報共有をしていく。 

病院のケースワーカー等へ積極的に連携していく。 

医療連携推進会議への参加者を増やしていく。 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目 28～32） 

サービスの理解のための地域の中への広報発信をしていない 

地域の中でわかりやすい内容での情報発信が必要である。 

エリア外へのサービス提供を行っている。 

サービスに対する認知度が低い。 

地域の方にもわかりやすい広報活動をする。 

 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目 33～34） 

利用者や家族の意向を考慮して在宅生活を支えるサービスと

して安心していただいている。 

定期的に計画書の評価や見直しが行われている。 

住み慣れた地域で本人の望む在宅生活が継続できるよう、本人

と家族と一緒に考えて目標設定していく。 

※自己評価・介護・医療連携推進会議における評価の総括を記載します 


